[image: image1.jpg]


[image: image2.jpg]¥ AK =K RERE
= L I N
Wm K e

BEEREMHNEYIba ]



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
セルギイ府主教は自著「東京の復活大聖堂の成聖」に「私がモスクワ総主教庁路線であるという私の声明とでもいうようなものがあります」とモスクワのセルギイ〔ス〕府主教への手紙に記したが、この公会でもすでに言及していた。

セルギイ府主教は長い説明の終わりに「教會と政治との関係に就いての私の意見を顯すために、私は成聖式について自分が作つた露文の本五百冊の中今其一頁を読んで皆様の参考に致します」と締めくくる。
復活大聖堂の成聖式当日の午後、モスクワのセルギイ〔ス〕府主教と十一人の大主教で構成されるシノドからの祝電を受け取ったという箇所から朗読するが、セルギイ府主教はこの小冊子では次のように記している。

「～此電報は其晩寳亭の宴會に集つた三百人の信徒の前に発表されました。會集は聲高く心から「幾歳も」を歌つて此の電報に答へました。此の電報について次の様に記さねばなりません。日本教會は露國教會より生れました。そして亜使徒なる日本の大主教ニコライに依り、續て彼の不當なる後任者（セリギイ）に依つて今も尚『ハリストス正教』を受けてゐます。何等の形容詞もなく唯正教即ちギ

リシャ正教でなく、ロシヤ正教でなく、唯純正教を受けてます。国家と教會は唯純なるハリストスの教え、正しきハリストスの教えのみを持つて居ります。乃ち何等政治的の味をつけずハリストス教を思つてゐます～略～
　日本正教會が信じてゐた又今も尚信じてゐる純正教の源泉は、モスクワパトリアルヒヤ並に其の首となつてゐる主教等であつて、日本教會は彼らの為に常に祈つて居ます。母なる教會と公に交通のなかつたのは悲しむべき事であつた。けれども一九二七年から公に郵便の交通が始つた時より、大主教セリギイは稀に（三年間に七回）書面又は電報に依る交際をすることになりました。パトリアルヒヤの政治の色に對して面白味を入れず純正教を思つています。日本の信者は逃げた主教の教會を諒解しません。何故なら彼等は永久に偽りなきハリストスの言葉（イオアン10の12、13）を記憶していますから。之を忘れてはいけません。日本の司祭等は屡々獄に投ぜられました。彼はハリストスの言葉（イオアン10の11）の通りに、羊のために己の生命を損てる心を備へてゐました。彼等は己の教師なるロシヤの主教以上に此の心を持つてゐました～略～
　若し外國に逃げた露国の主教達の方針が日本教會の中に





移されたなら、それは死の毒となつて『正教は混りなき主ハリストスの教』であるとの信仰を日本人の心の中に殺した事でありませう」

　そして最後に「私はソウェトの人ではありません。即ちハリストスの使徒、ハリストスに属する者であります。どのような政治的の色彩をも持つて居りません。」と述べた。

　これに対し、公会副議長であるシメオン三井神父は「府主教セルギイ〔 eq \o\ac(○,注)ス〕は先に『活ける教會』へ行き後正教會に復帰した人である。その様な人を我々は認める事は出来ません」と反発した。前年、三井神父自身がモスクワのセルギイ〔ス〕府主教から「ミトラ（宝冠）」戴用の祝福を受けているにもかかわらずこの発言である。

　亡命ロシア人たちからの信望が厚かった故に共産政権下にあるロシアと教会を受け入れることが出来なかったのだろうか。

　同じ「ミトラ（宝冠）」の祝福を受けたパウェル森田神父は「私先年露国に行つた時、セリギイ府主教には度々會つて話しましたが、非常に理智に富み且冷静な方でありました。今大主教のお言葉を併せて考へると決して今のソウェト政府に屈服してゐないと思ふ。政府は無神無宗教であるが政府の主義方針に觸れないで教会を治理してゐるものと善い意味に考へてゐます」と発言している。

　結局この対ロシア正教会との関係を問う「決議書」とは神品や教役者代議員の次のような発言からわかるように、セルギイ府主教の説明にもかかわらず依然として共産政権という「帽子」を被ったロシアやその教会との関係を保つ事が日本正教会に禍をもたらすことを危惧するものである。
　「教會の発展進歩に有害なるものは退けた方がよろしいと思ひます。私共は唯今の御説明に依つて解りましたが、世間の人々には尚解つて居りません。日本教會がつまらぬ傍杖を食つて疑惑を買ふ事は不得策でありますから、この場合全然その関係を断つ事が得策であると思ひます」

　「～露国教會の名前がどれ程日本を禍し、その不振の原因をなしてゐるか知れない」

　「～先年日露戦争があつた時、教役者は大變迷惑致しました。その時澤山の信者は教會から離れました。～それとは別に教理には何の関係もなく唯ロシヤの教會と云ふために其の様になり～、。然るに今度の問題はそれより大きな事で、ソウェト主義と我が皇室中心主義とは全く正反對であります。従つてロシヤと關係を持つと云ふ事でどんな事が将来起らぬとも限りません～」
　セルギイ府主教は「国家と教會とが確然として別れたる國に生れた日本教會」と述べたが、これまで国家が直接教会に干渉した事例は皆無とは言えないまでも少なかったに違いない。しかし、それよりもはるかに大きな力が聖ニコライの布教開始以来教会に及ぼしていた事も確かである。　

それは常にロシアという「仮想敵国」の存在であり、その国がさらに国情相容れられない共産政権になったという現実である。社会全般が色を付けて日本正教会を見る目が神品や教役者、そして信者にも危機感を与えていたのであるが、セルギイ府主教はそのことには一切触れず、ロシアにおいても日本においても「唯宗教家としての分を守ればよい」というものであった。

　「決議書」にあるもう一つの問題「日本正教會は名實共に獨立し、ロシヤ・ミッションなるものを認めざる事」についてセルギイ府主教は「私は此の問題は御免蒙ります」と断る。しかし、「假令皆様がミッションを認めなくとも、それは關係なしにミッションは存在して居ります」と続け、ミッション設立からの経緯を説明した。
日本正教会が生れる前に「在日本露国ミッション」として設立されたのであって、日本正教会が関与することはできないと言うのである。
聖ニコライが日露戦争の後、大主教に昇叙された時の事については「～日本の主教として認められる様になりました。名称だけ(titulus)日本主教（日本教會でなく）です。従つてシノド及宣教會から送られる金は在日本ロシヤミッション長ニコライに宛てて来ました。之がために明治四十二年信徒大会が金を譲る事を大主教に求めた時大主教は断然断りました」とし、自身とミッションについては「ニコライ大主教の後任者として私は其後を受けました。私の公の名は在日本ロシヤミッション長セリギイで、ミッション長の名で此の土地を大蔵省から借りて居ります。ミッションは今何の働きをも持つて居りません。ミッションの財産も金も全部私は日本教會に渡しました。そして私一人だけが残りました。然しミッションは死にません。無くなりません～」とミッションは存続していることを強調した。
さらにセルギイ府主教はそのミッションの名称をすでに改めていた事を説明した。

「私は正教ミッションと改めましたが前の名前は『在日本露國（神）ミッション』です。この名のために私もニコライ大主教も大變困りました。　

第一『在日本』結構です。（第二）『露國』即ち或る國を限ってミッションが存在する事になります。第三神即ち露語ドウホウナや、羅甸語Spiritualisです。此の言葉は正教の意味はなく露國にある種々な宗教にすべて『神』を用います。乃正教、天主教、マホメット教すべて『神ミッション』ですから、唯『在日本露國神ミッション』では正教かマホメットか何かのミッションであるか判りません。此の中に何宗教か宗教の名がありません。これ六十年前からの問題です」
　セルギイ府主教はミッションを「在日本正教ミッション」と名称を改める事にしましたと述べているが、これは先の話にあった在外シノドの府主教アントニイへ宛てた五十二頁の手紙に書き送った事の一つであった。
　「～私は困った點について先にセルビヤのアントニイ府主教に送った五十二頁の手紙に書きました。あちらから『在日本正教ミッション』と改める事を許しました」

　セルギイ府主教はすでに降誕祭の斎について「ウカズをよこして之を許しました」「命令でなく只だ許を貰ひました」と説明しているが、ミッションの名称を改める事についても在外シノドの府主教アントニイに相談したのである。　

「ウカズ（УКАЗ」とは「指示」や「布告」と訳される語であり、「命令」的な意味を含む事もある。通常教会で「ウカズ」を受け取るということは双方に関係があるという前提のもとに立っている。セルギイ府主教は府主教アントニイと在外シノドの存在を強く非難しているが、そこからの「ウカズ」を受取り名称を変更したという説明は極めて解りにくいものである。
　公会で信徒理事の一人は「～大主教様は一方に於てはミッション長であり、一方に於ては正教會の長であるとの點がどうも面白くない、或る時にはミッション長として臨み或る時には大主教として臨み一致しない言行が總ての疑問を生むのであろうと思ひますから此の點に關しても誤解の起らぬ様にしたひと思ひます」と述べたが、「一致しない言行が總ての疑問を生む」という思いは他の代議員にとっても強かったに違いない。
セルギイ府主教がこれまで公会で発言や説明をした時は概ね「正論」とも言うべきものであったが、時にはあいまいな部分もあり、議論が噛み合わないこともしばしばであった。その事が教会の内外に誤解や不信を与えた事が多々あった事は否めないだろう。

　公会では提示された「決議書」に対しセルギイ府主教の次の声明が朗読され、採択された。
　「聲明書」

一、日本正教會ハ「在日本正教會ミッション」ト全然別箇ノモノタルコト

一、日本正教會ハ在ソウエト聨邦ノ舊正教會ノ肢體ニシテ事實上教義以外何等ノ關係ヲ有セザル故ニ日本ハリストス正教會ノ法律上ノ自治ヲ計ルベシ
　この「聲明書」を見る限りミッションについては「全然別箇ノモノ」と確認したに過ぎず、ロシア正教会との関係においても「舊正教會ノ肢體」と認めている。セルギイ府主教にしてみれば、日本正教会の「自治ヲ計ル」だけであり、これまでと何ら変りはないとの認識であろう。しかし、日本正教会の神品や信徒は「自治ヲ計ル」ことにより自治権を獲得するということは「何等ノ關係ヲ有セザル」という語句を付けたことにより「独立」することと同じだと受け取ったに違いない。

セルギイ府主教の「個人的な手紙」を巡って在外シノドの府主教アントニイと齟齬が生じたようにこの「聲明書」も同様で後に問題が生じることになる。
　これ以後、公会での決議などにおいても互いの理解が異なる事が多くなり、日本が軍国主義の道を歩み国際社会から孤立していく中で教会の環境が変るとさらに顕著になっていく。
モスクワの総主教庁に「自治権」を願うことを決議した公会の閉会の挨拶でセルギイ府主教は「～私共の教會は事實に於て自治會の有様でゐますが、今度法律の上にも一の自治教會として全世界の正教會の中にあって生活して行く事になりました」と、あたかも自治権が得られたかのように述べたが、それが叶うことはなかった。
　昭和六年四月十二日、復活大祭の日にセルギイ府主教はモスクワ総主教庁から「ミトロポリト（府主教）」に昇叙された。七月の公会で総務局長は「～吾等の大主教セリギイ閣下が去る四月復活大祭當日に總主教廰本部より其功蹟によりミトロポリトに御陞進なされた事であります、是れ實に閣下の御光榮のみにあらず吾が日本正教會も府主教座の地位に置かるることになりまして同じく其榮を蒙る次第でありまして～」と報告した。

　この昇叙も様々な憶測を生むことになるが、ただセルギイ府主教の「其功蹟により」という理由だけではあるまい。確かに復活大聖堂の復興という難事業は高く評価されるべきだが、前年モスクワ総主教庁に出された「自治教会」認可の誓願も大きな要素となっていることは間違いない。モスクワのセルギイ〔ス〕府主教の書簡にもあったように事実上、日本正教会を「自治教会」と認めた上での府主教座の設置と考えるのが自然である。

　

　早速、「劃世的な重大問題」として邦人主教選立の建議案が出されたが「愼重に考究すべきである」とされ、「時期尚早き故適當なる時まで保留する事」になった。

セルギイ府主教自身は来日する時に「貴下は日本に於ける第二代目の主教であるから若し日本正教會へ行くならやがて後には日本人から主教の顕れる事を考へて行け」と当時の聖務会院のアントニイ府主教から言われたと述べる。そして「私は明治四十一年に此の言葉を聞いて日本へ参りました。ロシヤは二百四十年間キエフにギリシャ人の主教を受けてゐましたが私は今種々の聲を聴いて賛成してゐます」と邦人主教選立に賛意を表し、聖公会やカトリックではすでに日本人主教（司教）を立てており「吾々は今別に新しい事を望んでゐるのではありません少し遅れてゐる事です」と現状が立ち遅れているのだとした。
聖ニコライはかつて「～わたしの後にはロシアから主教を招くようにせよ。また全体に日本教会は独した教会になることを急いではならない。さもないと体質を歪めることになり、プロテスタントの一派のようなものになりかねない。日本教会は百年以上は宗務院の監督下に留まり、ロシアから主教を迎えて、それらの主教たちの厳格な指導に従順に無条件で従わなければならない。そうしてこそ初めて、日本教会は成長して、「使徒以来の唯の『共同体なる教会』の一本の枝となってゆくのだ」と述べている。（教文館「宣教師ニコライの全日記」Ｍ37・7・20）

ロシア革命前に生きた聖ニコライは「急いではならない」とし、もし性急に事を進めれば教会の「体質を歪める」と危惧したのである。では聖ニコライの言う「体質」とはどのようなものであろう。それは決してロマノフ王朝の下にあるロシア正教会を指すものではないだろう。正教の伝統が充分に生育されていない教会が独り善がりに陥ることを恐れたのである。そして、この聖ニコライの指摘は日本正教会が後に国策に沿った「日本的な正教会」を目指した時に明らかとなる。
セルギイ府主教は世界の教会の現状を次のように紹介している。○フィンランド　少数だが国教。自治教会であるが政府の方針に従属。○ポーランド　独立教会だが政府は公会開催を認めない。○ルーマニヤ　正教国だが皇帝は正教徒ではない。旧暦派と新暦派が争っている。○ギリシャ　新暦使用。○コンスタンチノープル　パトリアルフをケマルパシャは国外追放しようとした。パトリアルフの称号を使わず、大司祭と言う。○アンテオヒア　パトリアルフはギリシャ人かアラビア人。代々ギリシャ系が多い。○エジプト　皇帝の許可がなければパトリアルフは立てられない。○ハルビン　三日以上の会議は禁止。

公会は特に紛糾を来たす議事も無く終えたが、この頃亡命ロシア人社会ではセルギイ府主教のある説教が大きな問題になっていた。

昭和六年三月十九日、復活大聖堂でなされた説教が共産政権を擁護するものであるという非難である。　（続く）














聖ニコライとセルギイ府主教　⑪　　　　　　　主教　セラフィム




















▼セルギイ府主教の名刺





▲昭和6年11月3日札幌正教会巡回（旧 顕栄会堂）


　岩間神父と青年会・日曜学校生徒と共に





　訂正　四月号「聖ニコライとセルギイ府主教⑩」ｐ13上段「在


外シノド会議」写真説明日付「１９１２･１１」を「１９２１


・１１」に訂正。ｐ17下段左から10行目『東京の復活大聖堂


の復活』を『東京の復活大聖堂の成聖』に訂正。


　



































